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１ 議 事 日 程（第１日） 

   （令和２年第２回有田川町議会定例会） 

令 和 ２ 年 ６ 月 ９ 日 

午前９時３０分開会 

於 議 場 

 日程第１ 会議録署名議員の指名 

 日程第２ 会期の決定 

 日程第３ 諸般の報告 

 日程第４ 発委第２号 有田川町議会議員の報酬及び費用弁償等の特例に関する条例の 

            制定について 

 日程第５ 報告第２号 専決処分の承認を求めることについて 

             令和元年度有田川町一般会計補正予算（第８号） 

 日程第６ 報告第３号 専決処分の承認を求めることについて 

             令和元年度有田川町国民健康保険事業特別会計補正予算（第 

             ５号） 

 日程第７ 報告第４号 専決処分の承認を求めることについて 

             令和元年度有田川町後期高齢者医療特別会計補正予算（第３ 

             号） 

 日程第８ 報告第５号 専決処分の承認を求めることについて 

             令和元年度有田川町介護保険事業特別会計補正予算（第５ 

             号） 

 日程第９ 報告第６号 専決処分の承認を求めることについて 

             令和元年度有田川町簡易水道事業特別会計補正予算（第３ 

             号） 

 日程第10 報告第７号 専決処分の承認を求めることについて 

             令和元年度有田川町公共下水道事業特別会計補正予算（第４ 

             号） 

 日程第11 報告第８号 専決処分の承認を求めることについて 

             令和元年度有田川町農業集落排水事業特別会計補正予算（第 

             ３号） 

 日程第12 報告第９号 専決処分の承認を求めることについて 

             令和元年度有田川町簡易排水事業特別会計補正予算（第２ 

             号） 

 日程第13 報告第10号 専決処分の承認を求めることについて 

             令和元年度有田川町浄化槽事業特別会計補正予算（第１号） 

 日程第14 報告第11号 専決処分の承認を求めることについて 
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             令和元年度有田川町かなや明恵峡温泉特別会計補正予算（第 

             １号） 

 日程第15 報告第12号 令和元年度有田川町一般会計繰越明許費繰越計算書 

 日程第16 報告第13号 令和元年度有田川町特別養護老人ホーム等事業特別会計繰越明 

            許費繰越計算書 

 日程第17 報告第14号 令和元年度有田川町簡易水道事業特別会計繰越明許費繰越計算 

            書 

 日程第18 報告第15号 専決処分の承認を求めることについて 

             令和２年度有田川町一般会計補正予算（第１号） 

 日程第19 報告第16号 専決処分の承認を求めることについて 

             令和２年度有田川町国民健康保険事業特別会計補正予算（第 

             １号） 

 日程第20 報告第17号 専決処分の承認を求めることについて 

             有田川町税条例等の一部を改正する条例の制定について 

 日程第21 報告第18号 専決処分の承認を求めることについて 

             有田川町国民健康保険税条例の一部を改正する条例の制定に 

             ついて 

 日程第22 報告第19号 専決処分の承認を求めることについて 

             有田川町介護保険条例の一部を改正する条例の制定について 

 日程第23 報告第20号 専決処分の承認を求めることについて 

             有田川町消防団員等公務災害補償条例の一部を改正する条例 

             の制定について 

 日程第24 報告第21号 専決処分の承認を求めることについて 

             有田川町国民健康保険条例の一部を改正する条例の制定につ 

             いて 

 日程第25 報告第22号 専決処分の承認を求めることについて 

             有田川町後期高齢者医療に関する条例の一部を改正する条例 

             の制定について 

 日程第26 報告第23号 専決処分の承認を求めることについて 

             有田川町税条例の一部を改正する条例の制定について 

 日程第27 報告第24号 専決処分の承認を求めることについて 

             有田川町国民健康保険税条例の一部を改正する条例の制定に 

             ついて 

 日程第28 報告第25号 一般財団法人有田川町ふるさと開発公社の経営状況について 

 日程第29 議案第38号 令和２年度有田川町一般会計補正予算（第２号） 

 日程第30 議案第39号 令和２年度有田川町簡易水道事業特別会計補正予算（第１号） 
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 日程第31 議案第40号 令和２年度有田川町水道事業会計補正予算（第１号） 

 日程第32 議案第41号 有田川町地方活力向上地域における固定資産税の特別措置に関 

            する条例の一部を改正する条例の制定について 

 日程第33 議案第42号 有田川町長等の給与の特例に関する条例の制定について 

 日程第34 議案第43号 有田川町職員の給与の臨時特例に関する条例の制定について 

 日程第35 議案第44号 有田川町消防団員の定員、任免、給与、服務等に関する条例の 

            一部を改正する条例の制定について 

 日程第36 議案第45号 金屋町立小学校施設整備資金基金条例を廃止する条例の制定に 

            ついて 

 日程第37 議案第46号 有田川町辺地総合整備計画の変更について 

 日程第38 議案第47号 令和２年度有田川町役場吉備庁舎大規模改修工事（建築）の請 

            負契約について 

 日程第39 議案第48号 令和２年度有田川町役場吉備庁舎大規模改修工事（電気設備） 

            の請負契約について 

 日程第40 議案第49号 令和２年度有田川町役場吉備庁舎大規模改修工事（機械設備） 

            の請負契約について 

 日程第41 議案第50号 有田川町道路線の認定について 

２ 出席議員は次のとおりである（１６名） 

    １番   堀 江 眞智子       ２番   増 谷   憲 

    ３番   椿 原 竜 二       ４番   中 島 詳 裕 

    ５番   星 田 仁 志       ６番    畑  之 

    ７番   谷 畑   進       ８番   小 林 英 世 

    ９番   林   宣 男       10番   殿 井   堯 

    11番   佐々木 裕 哲       12番   岡   省 吾 

    13番   森 谷 信 哉       14番   新 家   弘 

    15番   湊   正 剛       16番   亀 井 次 男 

３ 欠席議員は次のとおりである（なし） 

４ 遅刻議員は次のとおりである（なし） 

５ 会議録署名議員 

    ４番   中 島 詳 裕       12番   岡   省 吾 

６ 地方自治法第１２１条により説明のため出席した者の氏名（１３名） 

   町 長  中 山 正     副 町 長  坂 頭 徳 彦 

   住 民 税 務 部 長  山 田 展 生    福 祉 保 健 部 長  前久保 眞 次 

   総 務 政 策 部 長  一ツ田 友 也    消 防 長  中 硲   準 

   産 業 振 興 部 長  森 田 栄 一    建 設 環 境 部 長  鈴 木 幸 敏 

   総 務 課 長  新 田 耕 作    財 務 課 長  中 屋 正 也 
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   企 画 調 整 課 長  細 野 正 人    教 育 長  楠 木   茂 

   教 育 部 長  井 上 光 生     

７ 職務のために議場に出席した事務局職員の職氏名（２名） 

   事 務 局 長  竹 中 幸 生    書 記  細 野 鶴 子 

８ 議事の経過 

開会 ９時３０分 

○議長（森谷信哉） 

   おはようございます。 

   ただいまの出席議員は１６人であります。定足数に達しておりますので、ただいま

から、令和２年第２回有田川町議会定例会を開会いたします。 

～～～～～～～～～～～～～～～～ 

開議 ９時３０分 

○議長（森谷信哉） 

   本日の会議を開きます。 

   なお、議事日程については、お手元に配付のとおりであります。 

……………日程第１ 会議録署名議員の指名…………… 

○議長（森谷信哉） 

   日程第１、会議録署名議員の指名を行います。 

   本定例会の会議録署名議員は、会議規則第１２６条の規定により、議長において４

番、中島詳裕君、１２番、岡省吾君を指名いたします。 

……………日程第２ 会期の決定…………… 

○議長（森谷信哉） 

   日程第２、会期の決定についてを議題とします。 

   去る６月２日に開催された議会運営委員会の結果について報告願います。 

   議会運営委員会委員長、殿井堯君。 

○議会運営委員会委員長（殿井 堯） 

   おはようございます。 

   議長の指名がありましたので、議会運営委員会の開催結果について、御報告申し上

げます。 

   去る、６月２日、午前９時３０分から議会運営委員会を開催し、本定例会の会期並

びに日程、各常任委員会の開催日等について協議いたしました。その結果、会期につ

きましては、本日から６月２４日までの１６日間と決定させていただきました。一般

質問は１８日、１９日としております。 

   議事日程については、お手元に配付している日程表のとおりといたしたいと思いま

す。日程第４は、議会運営委員会からの提案であります。提案理由説明の後、議案審

議をお願いしたいと思います。日程第５から日程第４１までの、報告２４件、議案１
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３件については一括上程を行い、それぞれ当局から提案理由の説明を求め、その後、

全員協議会にて御審査いただきたいと思います。 

   なお、全員協議会が終わり次第、報告第２号から報告第２５号、議案第３８号から

議案第４０号についての審議を本日お願いいたします。 

   この会期、日程等に御賛同を賜り、円滑な議会運営ができますよう、議員各位の御

協力をお願い申し上げたいと思います。これで報告を終わります。 

○議長（森谷信哉） 

   お諮りいたします。 

   ただいまの委員長からの報告のとおり、本定例会の会期は本日から６月２４日まで

の１６日間にしたいと思います。 

   御異議ありませんか。 

〔「異議なし」と呼ぶ者あり〕 

○議長（森谷信哉） 

   異議なしと認めます。 

   したがって、会期は、本日から６月２４日までの１６日間に決定しました。 

……………日程第３ 諸般の報告…………… 

○議長（森谷信哉） 

   日程第３、諸般の報告を行います。 

   本定例会に町長より提出された案件は、報告２４件、議案１３件であります。 

   また、本日の説明員は町長ほか１２名であります。 

   次に、産業建設常任委員会委員長より、５月２６日に開会した委員会において、副

委員長が小林英世君に交代したことの報告を受けております。 

   続いて、本定例会までに受理いたしました請願第１号、日本政府に核兵器禁止条約

への参加・署名・批准を求める意見書を提出する請願書、依頼第１号、新たな過疎対

策法の制定に関する意見書の提出については、お手元に配付の文書表のとおり、総務

文教福祉常任委員会に付託することに決定いたしました。 

   次に、監査委員より、令和２年２月、３月、４月分の例月現金出納検査の結果及び

令和元年度水道事業棚卸検査の結果について報告されていますので、お手元に配付し

ております。 

   以上で諸般の報告を終わります。 

……………日程第４ 発委第２号…………… 

○議長（森谷信哉） 

   日程第４、発委第２号、有田川町議会議員の報酬及び費用弁償等の特例に関する条

例の制定についてを議題といたします。 

   本案については提出者、議会運営委員会委員長より提案理由の説明を求めます 

   議会運営委員会委員長、殿井堯君。 
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○議会運営委員会委員長（殿井 堯） 

   改めておはようございます。 

   議長の指名により、有田川町議会議員の報酬および費用弁償等の特例に関する条例

案について、提案理由の御説明を申し上げます。 

   町民の皆様や事業者の皆様が、新型コロナウイルス感染症防止のため、活動を自粛

されている中、生活や経済に深刻な影響が出ております。このような状況を鑑み、経

済的損失を受けている方への、町独自の経済対策に活用していただくため、全議員の

意向により、議員報酬の減額特例を提案した次第であります。 

   以上で、提案理由の説明とさせていただきます。よろしく御審議の上、御決定くだ

さいますよう、お願い申し上げます。 

○議長（森谷信哉） 

   提案理由の説明が終わりました。 

   質疑を行います。質疑はありませんか。 

〔「質疑なし」と呼ぶ者あり〕 

○議長（森谷信哉） 

   質疑なしと認めます。 

   これから討論を行います。討論はありませんか。 

〔「討論なし」と呼ぶ者あり〕 

○議長（森谷信哉） 

   討論なしと認めます。 

   これより採決を行います。本案を原案のとおり決することに賛成の方は起立願いま

す。 

〔起立全員〕 

○議長（森谷信哉） 

   起立全員であります。 

   よって本案は原案のとおり可決いたしました。 

   お諮りします。 

   日程第５、報告第２から日程第４１、議案第５０号までの報告２４件、議案１３件

を一括議題としたいと思いますが、これに御異議ありませんか。 

〔「異議なし」と呼ぶ者あり〕 

○議長（森谷信哉） 

   異議なしと認めます。 

   したがって、日程第５、報告第２号から日程第４１、議案第５０号までの報告２４

件、議案１３件を一括議題といたします。 

   提案理由の説明を求めます 

   町長、中山正 君。 
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○町長（中山正 ） 

   おはようございます。 

   令和２年度の有田川町議会、第２回定例会の提案理由を説明申し上げたいと思いま

す。 

   本日、ここに令和２年第２回有田川町議会定例会を招集いたしましたところ、議員

各位には、何かとお忙しい中、御参集を賜り、厚くお礼を申し上げます。 

   提案理由の説明に先立ち、去る４月１日付で職員の人事異動を発令しましたので、

御紹介いたします。 

   消防長の中硲準でございます。 

   総務政策部長の一ツ田友也でございます。 

   議会事務局長の竹中幸生でございます。 

   総務課長の新田耕作でございます。 

   どうかよろしくお願い申し上げたいと思います。 

   なお、説明員といたしまして出席する者は、副町長、教育長、部長職７名、課長職

３名、私を含め１３名が常時出席いたします。 

   また、議案によって、清水行政局長はじめ課長等が出席する場合につきましては、

当日の議会開会までに議長に申し出て、許可を得るようにしたいと思いますのでよろ

しくお願い申し上げます。 

   それでは、ただいま上程されました議案について御説明申し上げます。 

   報告第２号から報告第１１号までの１０議案につきましては、地方自治法第１７９

条第３項の規定に基づき、令和元年度一般会計、各特別会計補正予算について、専決

処分の承認を求めるものであります。 

   報告第２号は、令和元年度有田川町一般会計補正予算第８号であります。今回の補

正は、町税、各交付金、地方交付税、国・県支出金、町債及び繰入金等の額が確定し

ましたので、これを補正するとともに、公共施設整備基金に１億６，５００万円を積

み立てる増額補正をする一方、不用額となる未執行額を減額した結果、６億５，１２

７万９，０００円の減額補正となり、補正後の予算総額は１６２億７，９９２万８，

０００円と相なりました。なお、繰越明許費、地方債の補正も行っております。 

   報告第３号は、令和元年度有田川町国民健康保険事業特別会計補正予算第５号であ

ります。今回の補正は、保険給付費等の事業費が確定したことにより、県支出金及び

繰入金等の額が確定しましたので、これを補正するとともに、不用額となる未執行額

を減額した結果、８，２８８万５，０００円の減額補正となり、補正後の予算総額は

３６億２，１１４万３，０００円と相なりました。 

   報告第４号は、令和元年度有田川町後期高齢者医療特別会計補正予算第３号であり

ます。今回の補正は、事業費が確定したことにより、不用額となる未執行額を減額し

た結果、３７７万６，０００円の減額補正となり、補正後の予算総額は７億４，２２
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４万１，０００円と相なりました。 

   報告第５号は、令和元年度有田川町介護保険事業特別会計補正予算第５号でありま

す。今回の補正は、保険給付費等の事業費が確定したことにより、繰入金及び国・県

支出金、支払基金交付金等の額が確定しましたので、これを補正するとともに、介護

給付費準備基金積立金に２，０００万円を増額補正をする一方、不用額となる未執行

額を減額した結果、１億３，２７６万２，０００円の減額補正となり、補正後の予算

総額は、３１億７，５４３万９，０００円と相なりました。 

   報告第６号は、令和元年度有田川町簡易水道事業特別会計補正予算第３号でありま

す。今回の補正は、事業費、管理費等が確定したことにより、繰入金等が確定しまし

たので、これを補正するとともに、不用額となる未執行額を減額した結果、１，６０

３万５，０００円の減額補正となり、補正後の予算総額は、６億１，７３９万３，０

００円と相なりました。なお、繰越明許費及び地方債の補正も行っております。 

   報告第７号は、令和元年度有田川町公共下水道事業特別会計補正予算第４号であり

ます。今回の補正は、事業費等が確定したことにより、負担金、繰入金、諸収入等の

額が確定しましたので、これを補正するとともに、不用額となる未執行額を減額した

結果、２，０３９万７，０００円の減額補正となり、補正後の予算総額は１９億３，

６３３万２，０００円と相なりました。なお、地方債の補正も行っております。 

   報告第８号は、令和元年度有田川町農業集落排水事業特別会計補正予算第３号であ

ります。今回の補正は、施設管理費等が確定したことにより、繰入金等が確定しまし

たので、これを補正するとともに、不用額となる未執行額を減額した結果、２，１４

１万１，０００円の減額補正となり、補正後の予算総額は、２億７，４５６万円と相

なりました。 

   報告第９号は、令和元年度有田川町簡易排水事業特別会計補正予算第２号でありま

す。今回の補正は、施設管理費等が確定したことに伴い、不用額となる未執行額３４

万９，０００円の減額補正となり、補正後の予算総額は２１２万７，０００円と相な

りました。 

   報告第１０号は、令和元年度有田川町浄化槽事業特別会計補正予算第１号でありま

す。今回の補正は、施設管理費等が確定したことに伴い、不用額となる未執行額１１

万８，０００円の減額補正となり、補正後の予算総額は７５５万７，０００円と相な

りました。 

   報告第１１号は、令和元年度有田川町かなや明恵峡温泉特別会計補正予算第１号で

あります。今回の補正は、施設使用料等が減額することによって一般会計繰入金を８

３万１，０００円増額する一方、施設管理費等が確定したことにより、不用額となる

未執行額を減額した結果、５７７万円の減額補正となり、補正後の予算総額は６，６

７１万９，０００円と相なりました。  

   報告第１２号から報告第１４号までの３議案は地方自治法施行令第１４６条第２項
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の規定による、繰越計算書の報告についてであります。 

   報告第１２号は令和元年度の一般会計予算の経費を令和２年度に繰り越して使用す

るため、繰越計算書を調製しましたので、これを報告するものであります。 

   報告第１３号は、令和元年度の有田川町特別養護老人ホーム等事業特別会計予算の

経費を令和２年度に繰り越して使用するため、繰越計算書を調製しましたので、これ

を報告するものであります。 

   報告第１４号は、令和元年度の簡易水道事業特別会計予算の経費を令和２年度に繰

り越して使用するため、繰越計算書を調製しましたので、これを報告するものであり

ます。 

   報告第１５号は、令和２年度有田川町一般会計補正予算第１号として、地方自治法

第１７９条第３項の規定に基づき、専決処分の承認を求めるものであります。今回の

補正は、新型コロナウイルスの感染拡大に伴い、町民の皆様や事業者の皆様には、新

型コロナウイルス感染防止のため行動等を自粛いただいており、生活や経済に影響が

出てきています。このような状況を鑑み、国及び町独自の緊急経済対策を実施し、感

染防止対策を行い、住民の生活の安全を確保する必要が生じたために、早急に予算処

置を講じたものであります。主な内容は、国の緊急経済対策の特別定額給付金及び子

育て世帯臨時特別給付金並びに、町の独自経済対策として町民に対して１人当たり１

万円相当のクーポンを配布する有田川町応援クーポン券給付金として２億６，３００

万円や、国が行う持続化給付金の支給に先立ち、新型コロナウイルスの影響を受け経

営が著しく悪化している町内事業者に対して、町単独事業として事業全般に広く交付

できる給付金を支給する有田川町緊急持続化給付金として２億８，８０５万円、また、

マスク購入などの感染防止対策経費などの補正予算を計上しています。補正額は、歳

入歳出それぞれ３２億６，２５６万円を追加し、補正後の予算総額は１９６億４，２

５６万円と相なりました。なお、補正額の財源といたしましては、国庫支出金、基金

繰入金を充てることにしております。 

   報告第１６号は、令和２年度有田川町国民健康保険事業特別会計補正予算第１号と

して、地方自治法第１７９条第３項の規定に基づき、専決処分の承認を求めるもので

あります。今回の補正は、新型コロナウイルスの感染拡大に伴い、傷病手当金制度を

創設し、被保険者とその家族の生活を保障する必要が生じたために、早急に予算処置

を講じたものであります。補正額は、歳入歳出それぞれ１００万円を追加し、補正後

の予算総額は３５億６８２万６，０００円と相なりました。なお、補正額の財源とい

たしましては、県支出金を充てることにしております。 

   報告第１７号は、有田川町税条例等の一部を改正する条例の制定についてでありま

す。地方税法等の一部を改正する法律が令和２年３月３１日に公布され、令和２年４

月１日から施行されることに伴い、有田川町税条例等の一部を速やかに改正する必要

が生じたため、条例の一部改正を専決処分したものであります。主な改正点といたし
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ましては、未婚のひとり親への寡婦控除の適用および寡婦控除の見直し、個人が都市

計画区域内にある低未利用地またはその上に存在する権利を譲渡した場合の長期譲渡

所得の特別控除の創設、所有者不明土地等に係る固定資産について、使用者に対して

事前に通知した上で、使用者を所有者とみなして固定資産税を課すことを可能とする

ものであります。 

   報告第１８号は、有田川町国民健康保険税条例の一部を改正する条例の制定につい

てであります。地方税法等の一部を改正する法律が令和２年３月３１日に公布され、

令和２年４月１日から施行されることに伴い、有田川町国民健康保険税条例の一部を

速やかに改正する必要が生じたため、条例の一部改正を専決処分したものであります。

主な改正点として、基礎課税額および介護納付金課税額にかかる課税限度額の引上げ、

軽減措置について、世帯の軽減判定所得の算定において、被保険者の数に乗ずべき金

額の引上げ、長期譲渡所得にかかる国民健康保険税の課税の特例について、低未利用

地の譲渡所得について特例を適用するものであります。 

   報告第１９号は、有田川町介護保険条例の一部を改正する条例の制定についてであ

ります。介護保険法施行令及び介護保険の国庫負担金の算定等に関する政令の一部を

改正する政令が令和２年３月３０日に公布され、令和２年４月１日から施行されるこ

と及び、新型コロナウイルス感染症の影響により、有田川町介護保険条例の一部を速

やかに改正する必要が生じたため、条例の一部改正を専決処分したものであります。

主な改正点といたしましては、消費税率引上げに合わせて一部実施されている、低所

得者の介護保険料の軽減強化を完全実施するとともに、新型コロナウイルス感染症の

影響により収入が減少した者に対する減免措置を実施するものであります。 

   報告第２０号は、有田川町消防団員等公務災害補償条例の一部を改正する条例の制

定についてであります。非常勤消防団員等に係る損害補償の基準を定める政令の一部

を改正する政令が令和２年３月２７日に公布され、令和２年４月１日から施行される

ことに伴い、有田川町消防団員等公務災害補償条例の一部を速やかに改正する必要が

生じたため、条例の一部改正を専決処分したものであります。主な改正点といたしま

しては、消防団員等の公務災害損害補償に係る補償基礎額等について、所要の改正を

行うものであります。 

   報告第２１号は、有田川町国民健康保険条例の一部を改正する条例の制定について

であります。新型コロナウイルス感染症に感染した被用者について、傷病手当金を支

給することで、労働者が感染した場合に休みやすい環境を整備し、さらなる感染拡大

をできる限り防止するため、有田川町国民健康保険条例の一部を速やかに改正する必

要が生じたため、条例の一部改正を専決処分したものであります。 

   報告第２２号は、有田川町後期高齢者医療に関する条例の一部を改正する条例の制

定についてであります。新型コロナウイルス感染症に感染した被用者について、傷病

手当金を支給することで、労働者が感染した場合に休みやすい環境を整備し、さらな
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る感染拡大防止の観点から、有田川町後期高齢者医療に関する条例の一部を速やかに

改正する必要が生じたため、条例の一部改正を専決処分したものであります。 

   報告第２３号は、有田川町税条例の一部を改正する条例の制定についてであります。

新型コロナウイルス感染症及びその蔓延防止のための措置が納税者等に及ぼす影響の

緩和を図ることを目的として、地方税法等の一部を改正する法律が、令和２年４月３

０日に公布され、公布の日から施行されることに伴い、有田川町税条例の一部を速や

かに改正する必要が生じたため、条例の一部改正を専決処分したものであります。主

な改正点といたしまして、生産性改革の実現に向けた固定資産税の特例措置の拡充・

延長、軽自動車税環境性能割の臨時的軽減の延長、徴収猶予制度の特例、個人町民税

住宅借入金等特別控除の特例を設けるものであります。 

   報告第２４号は、有田川町国民健康保険税条例の一部を改正する条例の制定につい

てであります。新型コロナウイルス感染症等の影響による収入減少のため、生活が困

窮している方々等に対する支援を目的として、国民健康保険税の免除を行う新型コロ

ナウイルス感染症緊急経済対策が令和２年４月７日に閣議決定されたことに伴い、有

田川町国民健康保険税条例の一部を速やかに改正する必要が生じたため、条例の一部

改正を専決処分したものであります。主な改正点として、国民健康保険税の減免を受

けようとする者が、申請しなければならない規定に、特別な理由があると認められる

場合は納期限を過ぎても申請できる規定を加えるものであります。 

   報告第２５号は、一般財団法人有田川町ふるさと開発公社の経営状況についてであ

ります。平成の時代が終わり、新しく令和に年号が変わり、５月の大型ゴールデンウ

イークは大変なにぎわいをみせ、一般財団法人として７期目の有田川町ふるさと開発

公社も明るい兆しが見られると感じられました。観光業界においてはインバウンドの

流行で、日本の飲食、宿泊業界もにぎわっていましたが、世界的な新型コロナウイル

スの感染拡大により、日本だけでなく世界全体の経済に大打撃を与えました。観光業

をなりわいとする開発公社においては、いち早く感染拡大予防、並びに、お客様や地

域住民、従業員の安全確保のために、今年２月１７日より、全施設で休業するなどの

対応を取ってきました。休業中といえども、雇用の確保のため各施設の清掃やメンテ

ナンスなどの維持管理や新商品の開発、施設修繕、最近においては、あさぎりでテイ

クアウト弁当を実施するなど、様々な努力をしながら業務にあたってきました。 

   平成３１年度の業績についてでありますが、事業収入は、１億１，１４２万円で、

前年度比９８％となり、前年度を上回った施設は、やすけ、左太夫、コテージが１，

４７４万円で、前年度比１０８％、ふれあいの丘が２，２６９万円で前年度比１０

７％となり、オートキャンプ場は、７１４万円となり、前年度比１２４％となりまし

た。 

   また、前年度を下回った施設では、あさぎりが５，１８９万円で、前年度比９２％、

しみず温泉健康館が１，１０１万円で、前年度比９７％、遠井キャンプ場については、
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２３９万円となり、前年度比８５％でありました。昨年は繁忙期である８月上旬に長

雨と猛暑が続いたことや、新型コロナウイルスの感染拡大予防のために２月より、全

施設休業としたことで、各施設の営業に大きく影響が出ました。公社全体では、前年

度と比べ１７４万円の減収となりました。 

   続きまして、事業費用につきましては、２，６６３万円で、前年度比１０３％とな

り、食文化提供事業の原価率の上昇などに伴い前年比で７５万円の増加となりました。

管理費用については１億５０３万円となり、前年比率９９％となっております。修繕

に伴う消耗品費が、やや増加しましたが、燃料費や光熱水費などの費用が減少したこ

とで、全体では約１２３万円の減少となっております。 

   次に、営業利益でございますが、事業収入の１億１，１４２万円から事業費用と管

理費用を合わせた、１億３，１６６万円を差し引いた結果、マイナスの２，０２４万

円となりました。これに、指定管理料などの事業外収入を含めた結果、年間の経常利

益は１９１万円となりました。 

   一刻も早い感染症の終息と安心して通常営業ができることを心より願う次第であり

ます。令和２年度につきましても、都市との交流事業や特産品を利用した食文化の提

供など、まちづくりの拠点施設の運営管理に努めてまいります。ふるさと開発公社に

対し、今後とも、議員皆様方の御指導、御協力をよろしくお願い申し上げまして、経

営状況の報告といたします 

   議案第３８号は、令和２年度有田川町一般会計補正予算第２号であります。新型コ

ロナウイルス感染拡大に伴い、生活や経済に影響が出ており、経済的損失を受けてい

る町民も多くおられ、町独自の経済対策を実施するに当たり、少しでも財源を確保す

るため、町長５０％、副町長３０％、教育長３０％、部長級１０％の給料を、７月か

ら３か月間分を各科目において減額補正を行っています。 

   そのほか補正の主なものといたしましては、２款総務費の総務管理費では、財産管

理費で、集会所等改修補助金として２７２万７，０００円を、企画費で、マイナポイ

ント関係事業の利用店舗募集事務委託料として２００万円を、市町村振興助成事業の

頑張る地域応援事業助成金として１５０万円を、過疎対策費で、山村活性化支援事業

のぶどう山椒産地活性化支援業務委託料など事務費を含め５３４万３，０００円を、

３款民生費の社会福祉費では、社会福祉総務費で、会計年度任用職員報酬として１０

５万５，０００円を、障害者福祉費で、携帯用ヒアリングループシステムの備品購入

費として４３万１，０００円を、老人福祉費で、本年度の敬老会中止に伴う、報償費

への組替えを行い、児童福祉費の児童福祉総務費で、放課後児童健全育成事業委託料

として８４万８，０００円を、４款衛生費の保健衛生費では、保健衛生総務費で、会

計年度任用職員報酬として１４３万４，０００円を、予防費で、通信運搬費の郵送料

として２５０万円を、ロタウイルスの予防接種委託料として４３４万７，０００円を、

新型コロナウイルス感染防止対策として、除菌液生成器などの備品購入費として７９
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８万６，０００円を、清掃費のじん芥処理費で、ごみ置場設置補助金として１２８万

３，０００円を、上水道費では、コロナ関連経済対策として、水道料の基本料金を７

月から３か月間免除する補塡分で、上水道施設費の水道事業会計補助金として３，４

３５万５，０００円を、簡易水道事業特別会計繰出金として２，０１９万７，０００

円を、８款土木費の道路橋りょう費では、道路新設改良費で工事請負費の防災安全交

付金事業として７，１００万円を、土地購入費として１，０００万円を、物件補償費

として３，１００万円を、県営事業負担金として６７万３，０００円を、９款消防費

では、消防施設費で、備品購入費として２３３万７，０００円を、災害対策費で、避

難所等の感染予防対策として、非接触型体温計などの消耗品費として１２２万１，０

００円を、ワンタッチパーテーションなどの備品購入費として２，３９５万８，００

０円を、１０款教育費の教育総務費では、義務教育振興費で、ＧＩＧＡスクール構想

推進事業の公立学校情報通信ネットワーク環境構築業務委託料として１億４，０８０

万円を、保健体育費では、修繕料として４５万７，０００円を、１１款災害復旧費の

農林水産業施設災害復旧費では、農地災害復旧事業費分担金の還付金として１３０万

円を、公共土木施設災害復旧費では、調査設計業務委託料として３００万円などを計

上し、その他所要の補正を行った結果、歳入歳出それぞれ３億９，０７３万３，００

０円を追加し、補正後の予算総額は、２００億３，３２９万３，０００円と相なりま

した。なお、補正額の財源といたしましては、国庫支出金の地方創生臨時交付金など

や県支出金、繰越金、町債などを充てることにいたしております。 

   議案第３９号は、令和２年度有田川町簡易水道事業特別会計補正予算第１号であり

ます。今回の補正は、コロナ関連の緊急経済対策として、水道使用料の基本料を７月

から９月分を免除するために、水道使用料を減額し、一般会計繰入金を増額するもの

で、歳入歳出予算の総額に異動がなく、歳入財源の組替えによる補正であります。 

   議案第４０号は、令和２年度有田川町水道事業会計補正予算第１号であります。今

回の補正は、コロナ関連緊急経済対策として、７月から９月分の水道使用料の基本料

について免除するために、営業収益について、料金収入を減額し、一般会計より営業

外収益にその料金減額分と料金システム改修費用の補助を計上し、また、営業費用に

ついては、基本料金減額にかかる料金システム改修費用を増額するものであります。 

   議案第４１号は、有田川町地方活力向上地域における固定資産税の特別措置に関す

る条例の一部を改正する条例の制定についてであります。地域再生法第１７条の６の

地方公共団体等を定める省令が、令和２年３月３１日に公布され、令和２年４月１日

から施行されたことに伴い、有田川町地方活力向上地域における固定資産税の特別措

置に関する条例の一部を改正する必要が生じたためであります。主な改正点は、地方

活力向上地域特定業務施設整備計画の認定が、公示日から令和４年３月３１日まで延

長になったことに伴い、本条例も期間を延長し、本社機能を東京２３区から移転する

企業に対しての固定資産の減免を不均一課税から３年間課税免除に変更するものであ
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ります。 

   議案第４２号は、有田川町長等の給与の特例に関する条例の制定についてでありま

す。新型コロナウイルスの感染拡大の影響による感染予防対策費、町独自の経済対策

費等の財源を確保するため、町三役の給与を減額する条例の制定であります。主な内

容は、令和２年７月から９月までの３か月間、現行の給与を町長は５０％、副町長は

３０％、教育長は３０％を減額するものであります。 

   議案第４３号は、有田川町職員の給与の臨時特例に関する条例の制定についてであ

ります。新型コロナウイルスの感染拡大の影響による感染予防対策費、町独自の経済

対策費等の財源を確保するため、給料表６級が適用される部長級の職員の給与を減額

する条例の制定であります。主な内容は、令和２年７月から９月までの３か月間、現

行の給与を１０％減額するものであります。 

   議案第４４号は、有田川町消防団員の定員、任免、給与、服務等に関する条例の一

部を改正する条例の制定についてであります。今回の改正の内容は地域の防災力の中

核となる消防団の活動が増加、多様化する中で、大規模災害や長時間にわたる活動な

ど、通常の職務より心身に多大な負担が生じた活動に対し町長が必要と認めた場合、

通常の費用弁償の支給額より５００円を上限として追加支給できる制度を設けるもの

であります。 

   議案第４５号は、金屋町立小学校施設整備資金基金条例を廃止する条例の制定につ

いてであります。この基金は、令和元年度末で基金残高のすべてを取り崩し、今後も

積み立てる見込みがないため、本条例を廃止するものであります。 

   議案第４６号は、有田川町辺地総合整備計画の変更についてであります。上六川・

西辺地及び西ケ峯辺地地域において、既に計画している、町道辷り石線道路改良工事

及び町道有原西ケ峯線道路改良工事の工事期間の延長及び事業費の増額を行うため、

辺地総合整備計画を変更するに当たり、辺地に係る公共的施設の総合整備のための財

政上の特別措置等に関する法律第３条第１項の規定により、議会の議決をお願いする

ものであります。 

   議案第４７号は、令和２年度有田川町役場吉備庁舎大規模改修工事（建築）の請負

契約についてであります。令和２年度有田川町役場吉備庁舎大規模改修工事（建築）

を施工するため、令和２年５月２８日、指名競争入札に付したところ、有田川町大字

天満４５２番地１、株式会社紀州コーポレーション、代表取締役、嶋朝也氏が落札い

たしましたので、１億６，８９６万円で工事請負契約を締結するに当たり、議会の議

決をお願いするものであります。 

   議案第４８号は、令和２年度有田川町役場吉備庁舎大規模改修工事（電気設備）の

請負契約についてであります。令和２年度有田川町役場吉備庁舎大規模改修工事（電

気設備）を施工するため、令和２年５月２８日、指名競争入札に付したところ、和歌

山市北出島４番地の２、株式会社山口電気、代表取締役、加藤匠氏が落札いたしまし
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たので、２億７，４７２万５，０００円で工事請負契約を締結するに当たり、議会の

議決をお願いするものであります。 

   議案第４９号は、令和２年度有田川町役場吉備庁舎大規模改修工事（機械設備）の

請負契約についてであります。令和２年度有田川町役場吉備庁舎大規模改修工事（電

気設備）を施工するため、令和２年５月２８日、指名競争入札に付したところ、和歌

山市小野町２丁目１７番地、バンドー設備工業株式会社、代表取締役、坂東利明氏が

落札いたしましたので、１億８，８１０万円で工事請負契約を締結するに当たり、議

会の議決をお願いするものであります。 

   議案第５０号は、有田川町道路線の認定についてであります。有田川町大字徳田地

内、町道上ノ前大野線、延長４５１，６メートルを、道路法の規定により、町道の認

定をお願いするものであります。 

   以上で提出議案に対する私の説明を終わります。 

   何とぞ御審議の上、御賛同賜りますよう、よろしくお願い申し上げます。 

○議長（森谷信哉） 

   以上で、町長の提案理由の説明が終わりました。 

   続きまして、補足説明はありませんか。 

〔「なし」と呼ぶ者あり〕 

○議長（森谷信哉） 

   ないようですので、提案理由の説明を終わります。 

   暫時休憩いたします。 

   休憩中に、議場において１０時４０分より全員協議会を開催いたしますので、よろ

しくお願いいたします。 

～～～～～～～～～～～～～～～～ 

休憩 １０時２３分 

再開 １４時４３分 

～～～～～～～～～～～～～～～～ 

○議長（森谷信哉） 

   再開いたします。 

……………日程第５ 報告第２号…………… 

○議長（森谷信哉） 

   日程第５、報告第２号、専決処分の承認を求めることについて。令和元年度有田川

町一般会計補正予算第８号を議題といたします。 

   質疑を行います。質疑はありませんか。 

〔「質疑なし」と呼ぶ者あり〕 

○議長（森谷信哉） 

   質疑なしと認めます。 
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   これから討論を行います。討論はありませんか。 

〔「討論なし」と呼ぶ者あり〕 

○議長（森谷信哉） 

   討論なしと認めます。 

   これより採決を行います。本件を承認することに賛成の方は、起立願います。 

〔起立全員〕 

○議長（森谷信哉） 

   起立全員であります。 

   よって本件は承認することに決定しました。 

……………日程第６ 報告第３号…………… 

○議長（森谷信哉） 

   日程第６、報告第３号、専決処分の承認を求めることについて。令和元年度有田川

町国民健康保険事業特別会計補正予算第５号を議題といたします。 

   質疑を行います。質疑はありませんか。 

〔「質疑なし」と呼ぶ者あり〕 

○議長（森谷信哉） 

   質疑なしと認めます。 

   これから討論を行います。討論はありませんか。 

〔「討論なし」と呼ぶ者あり〕 

○議長（森谷信哉） 

   討論なしと認めます。 

   これより採決を行います。本件を承認することに賛成の方は、起立願います。 

〔起立全員〕 

○議長（森谷信哉） 

   起立全員であります。 

   よって本件は承認することに決定しました。 

……………日程第７ 報告第４号…………… 

○議長（森谷信哉） 

   日程第７、報告第４号、専決処分の承認を求めることについて。令和元年度有田川

町後期高齢者医療特別会計補正予算第３号を議題といたします。 

   質疑を行います。質疑はありませんか。 

〔「質疑なし」と呼ぶ者あり〕 

○議長（森谷信哉） 

   質疑なしと認めます。 

   これから討論を行います。討論はありませんか。 

〔「討論なし」と呼ぶ者あり〕 
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○議長（森谷信哉） 

   討論なしと認めます。 

   これより採決を行います。本件を承認することに賛成の方は、起立願います。 

〔起立全員〕 

○議長（森谷信哉） 

   起立全員であります。 

   よって本件は承認することに決定しました。 

……………日程第８ 報告第５号…………… 

○議長（森谷信哉） 

   日程第８、報告第５号、専決処分の承認を求めることについて。令和元年度有田川

町介護保険事業特別会計補正予算第５号を議題といたします。 

   質疑を行います。質疑はありませんか。 

〔「質疑なし」と呼ぶ者あり〕 

○議長（森谷信哉） 

   質疑なしと認めます。 

   これから討論を行います。討論はありませんか。 

〔「討論なし」と呼ぶ者あり〕 

○議長（森谷信哉） 

   討論なしと認めます。 

   これより採決を行います。本件を承認することに賛成の方は、起立願います。 

〔起立全員〕 

○議長（森谷信哉） 

   起立全員であります。 

   よって本件は承認することに決定しました。 

……………日程第９ 報告第６号…………… 

○議長（森谷信哉） 

   日程第９、報告第６号、専決処分の承認を求めることについて。令和元年度有田川

町簡易水道事業特別会計補正予算第３号を議題といたします。 

   質疑を行います。質疑はありませんか。 

〔「質疑なし」と呼ぶ者あり〕 

○議長（森谷信哉） 

   質疑なしと認めます。 

   これから討論を行います。討論はありませんか。 

〔「討論なし」と呼ぶ者あり〕 

○議長（森谷信哉） 

   討論なしと認めます。 
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   これより採決を行います。本件を承認することに賛成の方は、起立願います。 

〔起立全員〕 

○議長（森谷信哉） 

   起立全員であります。 

   よって本件は承認することに決定しました。 

……………日程第１０ 報告第７号…………… 

○議長（森谷信哉） 

   日程第１０、報告第７号、専決処分の承認を求めることについて。令和元年度有田

川町公共下水道事業特別会計補正予算第４号を議題といたします。 

   質疑を行います。質疑はありませんか。 

〔「質疑なし」と呼ぶ者あり〕 

○議長（森谷信哉） 

   質疑なしと認めます。 

   これから討論を行います。討論はありませんか。 

〔「討論なし」と呼ぶ者あり〕 

○議長（森谷信哉） 

   討論なしと認めます。 

   これより採決を行います。本件を承認することに賛成の方は、起立願います。 

〔起立全員〕 

○議長（森谷信哉） 

   起立全員であります。 

   よって本件は承認することに決定しました。 

……………日程第１１ 報告第８号…………… 

○議長（森谷信哉） 

   日程第１１、報告第８号、専決処分の承認を求めることについて。令和元年度有田

川町農業集落排水事業特別会計補正予算第３号を議題といたします。 

   質疑を行います。質疑はありませんか。 

〔「質疑なし」と呼ぶ者あり〕 

○議長（森谷信哉） 

   質疑なしと認めます。 

   これから討論を行います。討論はありませんか。 

〔「討論なし」と呼ぶ者あり〕 

○議長（森谷信哉） 

   討論なしと認めます。 

   これより採決を行います。本件を承認することに賛成の方は、起立願います。 

〔起立全員〕 
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○議長（森谷信哉） 

   起立全員であります。 

   よって本件は承認することに決定しました。 

……………日程第１２ 報告第９号…………… 

○議長（森谷信哉） 

   日程第１２、報告第９号、専決処分の承認を求めることについて。令和元年度有田

川町簡易排水事業特別会計補正予算第２号を議題といたします。 

   質疑を行います。質疑はありませんか。 

〔「質疑なし」と呼ぶ者あり〕 

○議長（森谷信哉） 

   質疑なしと認めます。 

   これから討論を行います。討論はありませんか。 

〔「討論なし」と呼ぶ者あり〕 

○議長（森谷信哉） 

   討論なしと認めます。 

   これより採決を行います。本件を承認することに賛成の方は、起立願います。 

〔起立全員〕 

○議長（森谷信哉） 

   起立全員であります。 

   よって本件は承認することに決定しました。 

……………日程第１３ 報告第１０号…………… 

○議長（森谷信哉） 

   日程第１３、報告第１０号、専決処分の承認を求めることについて。令和元年度有

田川町浄化槽事業特別会計補正予算第１号を議題といたします。 

   質疑を行います。質疑はありませんか。 

〔「質疑なし」と呼ぶ者あり〕 

○議長（森谷信哉） 

   質疑なしと認めます。 

   これから討論を行います。討論はありませんか。 

〔「討論なし」と呼ぶ者あり〕 

○議長（森谷信哉） 

   討論なしと認めます。 

   これより採決を行います。本件を承認することに賛成の方は、起立願います。 

〔起立全員〕 

○議長（森谷信哉） 

   起立全員であります。 
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   よって本件は承認することに決定しました。 

……………日程第１４ 報告第１１号…………… 

○議長（森谷信哉） 

   日程第１４、報告第１１号、専決処分の承認を求めることについて。令和元年度有

田川町かなや明恵峡温泉特別会計補正予算第１号を議題といたします。 

   質疑を行います。質疑はありませんか。 

〔「質疑なし」と呼ぶ者あり〕 

○議長（森谷信哉） 

   質疑なしと認めます。 

   これから討論を行います。討論はありませんか。 

〔「討論なし」と呼ぶ者あり〕 

○議長（森谷信哉） 

   討論なしと認めます。 

   これより採決を行います。本件を承認することに賛成の方は、起立願います。 

〔起立全員〕 

○議長（森谷信哉） 

   起立全員であります。 

   よって本件は承認することに決定しました。 

……………日程第１５ 報告第１２号…………… 

○議長（森谷信哉） 

   日程第１５、報告第１２号、令和元年度有田川町一般会計繰越明許費繰越計算書を

議題といたします。 

   質疑を行います。質疑はありませんか。 

〔「質疑なし」と呼ぶ者あり〕 

○議長（森谷信哉） 

   質疑なしと認め、これで報告を終わります。 

……………日程第１６ 報告第１３号…………… 

○議長（森谷信哉） 

   日程第１６、報告第１３号、令和元年度有田川町特別養護老人ホーム等事業特別会

計繰越明許費繰越計算書を議題といたします。 

   質疑を行います。質疑はありませんか。 

〔「質疑なし」と呼ぶ者あり〕 

○議長（森谷信哉） 

   質疑なしと認め、これで報告を終わります。 

……………日程第１７ 報告第１４号…………… 

○議長（森谷信哉） 
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   日程第１７、報告第１４号、令和元年度有田川町簡易水道事業特別会計繰越明許費

繰越計算書を議題といたします。 

   質疑を行います。質疑はありませんか。 

〔「質疑なし」と呼ぶ者あり〕 

○議長（森谷信哉） 

   質疑なしと認め、これで報告を終わります。 

……………日程第１８ 報告第１５号…………… 

○議長（森谷信哉） 

   日程第１８、報告第１５号、専決処分の承認を求めることについて。令和２年度有

田川町一般会計補正予算第１号を議題といたします。 

   質疑を行います。質疑はありませんか。 

   ３番、椿原竜二君。 

○３番（椿原竜二） 

   ３番、椿原です。１４ページ、１５ページの有田川町緊急持続化給付金について質

疑をさせていただきます。まず初めに、どこの市町村よりも早く、この緊急持続化給

付金ということで、本当に困っている苦しい事業者を助ける施策を打ってくださった

ことに心より感謝申し上げます 

   緊急持続化給付金というところで、緊急分というところで対応してくださりました。

結果として５月末で申請期間の受付が終了しております。そこでですね、やっぱりこ

れから先のことを考えてやっていく必要があるかなと私自身感じております。という

のも第１波が来て、そのときに影響を受けている事業者さんを、今回救ってくださる

ような施策でありました。これからはやっぱり、そのときに影響がなくても、これか

ら先、影響が出てくる事業者さん、たくさんあると思うんです。例えば、夏であれば、

必ずブドウ関係であれば影響が出ますし、冬のミカンの売行きだったりとか、そうし

てタイミングがずれて、後から数か月後とかに影響が出てくるっていう事業者さんが

多い中で、それもあって国は１月１５日までの受付期間で持続化給付金を給付してい

こうという方向性であります。 

   今回、緊急分ということで５月で申請期間終わりましたけれども、やっぱりこれか

ら先、ここからの分はですね、またこれとはまた別の名前の制度になるかもしれませ

んけれども、こういったところを救っていくというか、助けていく必要があると考え

ますけれども、町長の見解をお聞かせいただけますか。 

○議長（森谷信哉） 

   町長、中山正 君。 

○町長（中山正 ） 

   お答えをしたいと思います。コロナウイルス、これで終わってくれるっていうのが

一番ええことであるんやけど、まだまだ全世界的に見たらですね、日本が終わっても
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なかなか、経済っていうのはもう世界各国共通で動いていますので、大変な時代が来

ると思います。そのために、今、今日も予算委員会やってますけれども、第２次補正、

３１兆円、地方創生の交付金、臨時交付金もまた、前回１兆円で、うち１億５，００

０万円来たんやけど、今度は２兆円配るんやということで、２兆５，０００億円ほど

予算化をしてくれております。また、そのお金また来ると思いますんで、おっしゃる

とおり、まだまだ今まで受けていなかって、これからやる例えば、巨峰村のブドウで

あるとかミカンであるとか、そういうことも多分影響出てくるんかなと思います。そ

ういうことも視野に入れながら、今後、対策を打っていきたいなと思っています。 

○議長（森谷信哉） 

   ３番、椿原竜二君。 

○３番（椿原竜二） 

   はい、前向きな答弁、ありがとうございました。 

   これからやっぱり、本当にこの第２波がいつ来るか分からない、こういった状況の

中で、２波とかに備えて、また次、第２波が来たときにも有田川町として、やっぱり

スピード感を持って、前回のようなすばらしい対応をしていただくことを要望いたし

まして、これで終わります。ありがとうございます。 

○議長（森谷信哉） 

   ほかに質疑はありませんか。 

〔「質疑なし」と呼ぶ者あり〕 

○議長（森谷信哉） 

   質疑なしと認めます。 

   これから討論を行います。討論はありませんか。 

〔「討論なし」と呼ぶ者あり〕 

○議長（森谷信哉） 

   討論なしと認めます。 

   これより採決を行います。本件を承認することに賛成の方は、起立願います。 

〔起立全員〕 

○議長（森谷信哉） 

   起立全員であります。 

   よって本件は承認することに決定しました。 

……………日程第１９ 報告第１６号…………… 

○議長（森谷信哉） 

   日程第１９、報告第１６号、専決処分の承認を求めることについて。令和２年度有

田川町国民健康保険事業特別会計補正予算第１号を議題とします。 

   質疑を行います。質疑はありませんか。 

〔「質疑なし」と呼ぶ者あり〕 
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○議長（森谷信哉） 

   質疑なしと認めます。 

   これから討論を行います。討論はありませんか。 

〔「討論なし」と呼ぶ者あり〕 

○議長（森谷信哉） 

   討論なしと認めます。 

   これより採決を行います。本件を承認することに賛成の方は、起立願います。 

〔起立全員〕 

○議長（森谷信哉） 

   起立全員であります。 

   よって本件は承認することに決定しました。 

……………日程第２０ 報告第１７号…………… 

○議長（森谷信哉） 

   日程第２０、報告第１７号、専決処分の承認を求めることについて。有田川町税条

例等の一部を改正する条例の制定についてを議題といたします。 

   質疑を行います。質疑はありませんか。 

   ２番、増谷憲君。 

○２番（増谷 憲） 

   ２番、増谷です。 

   報告第１７号、町税条例の一部改正について質疑をさせていただきます。４点ばか

り行います。 

   まず第１点目は、寡婦控除の適用について御説明いただきたいと思います。そして

対象になる人数と、所得制限を設けたことによる対象外になる人数を教えてください。 

   ２つ目に、未利用地の扱いはどうなるのでしょうか、伺いたいと思います 

   ３つ目に、所有者不明の土地に課税することの説明を求めます。 

   ４つ目に、低未利用地を譲渡した場合の控除について御説明をしていただきたいと

思います。 

   以上です 

○議長（森谷信哉） 

   住民税務部長、山田展生君。 

○住民税務部長（山田展生） 

   １つ目の、寡婦控除の適用について御説明させていただきます。令和３年度以降の

個人住民税について、未婚のひとり親に対する寡婦控除の見直しが実施されます。令

和２年度まで未婚のひとり親には寡婦控除が適用されませんでしたが、今回の改正に

より、全てのひとり親家庭に対して公平な税制が実現します。有田川町では新たに１

０名程度予定、見込んでおります。また所得制限の対象人数ですけども、５名前後が
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対象となると予想しております。 

   続きまして、未利用地の取扱いということですが、未利用地の具体例としては空き

地、空き家、空き店舗、工場跡地のほか、耕作放棄地、管理を放棄された森林などが

挙げられます。低利用地として暫定的、一時的に利用されている資材置場や青空駐車

場がなども挙げることができると思います。 

   ３つ目の所在不明の土地に課税することについての説明ですけども、住民票、戸籍、

使用者と思われる人や、その他関係者への質問等を行ってもなお固定資産税の所有者

の存在が不明である場合、その使用者を所有者とみなして賦課することは可能となる

ということでございます。 

   また、低未利用用地を譲渡した場合の控除についてですけれども、低未利用用地で

あることの確認がされている、また、その年１月１日において所有期間が５年を超え

ていること、譲渡価格が５００万円以下であること、全てに該当する場合、その年中

の低未利用土地等の譲渡にかかる長期譲渡所得の金額から１００万円を控除すること

ができるということになります。 

   以上です。 

○議長（森谷信哉） 

   答弁漏れ、ございませんか。 

   ほかに質疑はありませんか。 

〔「質疑なし」と呼ぶ者あり〕 

○議長（森谷信哉） 

   これで質疑を終わります。 

   これから討論を行います。討論はありませんか。 

〔「討論なし」と呼ぶ者あり〕 

○議長（森谷信哉） 

   討論なしと認めます。 

   これより採決を行います。本件を承認することに賛成の方は、起立願います。 

〔起立全員〕 

○議長（森谷信哉） 

   起立全員であります。 

   よって本件は承認することに決定しました。 

……………日程第２１ 報告第１８号…………… 

○議長（森谷信哉） 

   日程第２１、報告第１８号、専決処分の承認を求めることについて。有田川町国民

健康保険税条例の一部を改正する条例の制定についてを議題といたします。 

   質疑を行います。質疑はありませんか。 

   ２番、増谷憲君。 
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○２番（増谷 憲） 

   ２番、増谷です。 

   報告第１８号、国保税条例の一部改正について質疑を行います。２点行います。 

   まず限度額の引上げについて御説明をしてください。引上げによる限度額に達する

対象人数は、もしくは世帯数はどうなりますでしょうか。 

   ２つ目に、２割から５割軽減になる対象世帯数と、軽減なしから２割軽減になる対

象世帯数はどうでしょうか。 

   また、２つの軽減の合計額は幾らと試算しているか、お聞きしたいと思います。 

   以上です。 

○議長（森谷信哉） 

   住民税務部長、山田展生君。 

○住民税務部長（山田展生） 

   増谷議員の質疑にお答えさせていただきます 

   まず最初に、限度額引上げについて少し説明させていただきます。限度額につきま

しては、医療費分で現行６１万円が６３万円、２万円の増。後期支援金分につきまし

ては１９万円、現行通り１９万円、変わっておりません。介護分につきましては１６

万円が１７万円、１万円増加しておりまして、合計しますと全部、現行では３つとも

対象の場合９６万円が９９万円となります。 

   また、この限度額に到達している医療費分につきましては、令和２年度で１２３世

帯、介護分につきましては５８世帯となります。 

   続きまして２割から５割軽減になる対象世帯につきましては９世帯で、軽減額影響

額４０万６，０００円です。また、軽減なしから２割軽減になる対象世帯につきまし

ては２８世帯、４５万２，０００円の影響額となります。 

   以上です。 

○議長（森谷信哉） 

   答弁漏れはございませんか。 

   ほかに質疑はありませんか。 

〔「質疑なし」と呼ぶ者あり〕 

○議長（森谷信哉） 

   これで質疑を終わります。 

   これから討論を行います。討論はありませんか。 

   ２番、増谷憲君。 

○２番（増谷 憲） 

   ２番、増谷。 

   報告第１８号について反対討論を行います。 

   今回の改正でありますが、国保税の限度額を引き上げる内容となっています。医療
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分で６１万円から６３万円に、介護納付金で１６万円から１７万円に、後期高齢者支

援金は据置きの１９万円で、合計９６万円から９９万円に上がります。医療分で１２

３世帯、介護分で５８世帯が新たな負担となります。しかし本来は応能負担でなけれ

ばならないのに、世帯割りや、赤ちゃんでも平等でかかったり、また所得割も所得に

応じて幾つかの段階に分かれておらず、１つの所得割率しかありません。ある意味、

例えば昨年の例で言えば、給与所得が６８８万９，０００円の方の限度額は９３万円

にもなり、所得に占める割合が１３．５％にもなります。ですから、一定の高額所得

者は税額が高くない状況も生まれます。こういう点では応能とは言えません。今回の

引上げは４年連続だったと思いますが、なぜ毎年引き上げるのかということでありま

す。厚生労働省は限度額超過世帯の割合を全世帯の１．５％に設定しています。当町

では改正前が１．７９％だったのが、改正後１．６８％となりだんだんと１．５％に

近づけています。厚労省の目標値で行くと、当町では医療分で８０万円、後期高齢者

支援金分で２２万円、介護納付金で１７万円となり、すでに介護納付金では目標額と

なっています。合計１１９万円の限度額を目標にしています。もともと低所得者が多

い国保制度ですから、重税感が重くのしかかります。 

   国保制度は今後、後期高齢者医療制度のように変わりますが、そうなるとますます

負担増になることが懸念されます。今ほど新型コロナウイルスが日本中を危機に陥れ

ている中で、１９８４年以前の国庫負担率に戻し、被保険者の負担を減らし、国保税

を払えて、安心して医療機関にかかれるようにしなければならないのではないでしょ

うか。 

   なお、軽減策も盛り込まれておりますが２割から５割軽減で９世帯、軽減がかから

ない世帯が２割軽減になる２８世帯しかない状況であります。 

   以上の理由を申し上げて、反対討論といたします。 

○議長（森谷信哉） 

   ほかに討論はありませんか。 

〔「討論なし」と呼ぶ者あり〕 

○議長（森谷信哉） 

   これで討論を終わります。 

   これより採決を行います。本件を承認することに賛成の方は、起立願います。 

〔起立多数〕 

○議長（森谷信哉） 

   起立多数であります。 

   よって本件は承認することに決定いたしました。 

……………日程第２２ 報告第１９号…………… 

○議長（森谷信哉） 

   日程第２２、報告第１９号、専決処分の承認を求めることについて。有田川町介護
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保険条例の一部を改正する条例の制定について議題とします。 

   質疑を行います。質疑はありませんか。 

   ２番、増谷憲君。 

○２番（増谷 憲） 

   ２番、増谷です。 

   報告第１９号、介護保険税条例の一部改正について、質疑を行います。 

   ２つ、質疑をさせていただきます 

   まず、第１段階から第３段階の保険税を減免する改正でありますが、内容を説明し

ていただきたいと思います。また第１段階から第３段階の各該当する人数はどうでし

ょうか。そしてなぜ第１段階から第３段階なのでしょうか。 

   ２つ目に、世帯分離の件でありますが、令和元年５月末から令和２年５月末までの

世帯分離届出数が、もし分かっていればお答えをいただきたいと思います。 

   以上です。 

○議長（森谷信哉） 

   福祉保健部長、前久保眞次君。 

○福祉保健部長（前久保眞次） 

   増谷議員の質疑にお答えします。 

   ２０１９年１０月の消費税増税に伴う介護保険料の軽減を、１階層から３階層の住

民税非課税世帯を対象に、第２弾目として令和２年４月から軽減を実施します。軽減

の対象階層別の保険料率及び人数は第１階層が料率０．３、人数で２，１４７人、第

２階層が０．５で、人数が７６８人、第３階層が０．７で、人数が５１５人となって

おります。 

   ２番目の、世帯分離世帯届出数は住民課によりますと９３件、１２９人となってお

ります。 

   以上です。 

○議長（森谷信哉） 

   ２番、増谷憲君。 

○２番（増谷 憲） 

   再質疑をさせていただきます。 

   実は、世帯分離をしている場合ですね、介護保険料については違ってくるんですけ

ども、今回この制度を受けるに当たって、世帯分離をすると受けられないっていうこ

とになるとお聞きしているんですが、なぜそうなるのでしょうか、御説明をいただき

たいと思います。 

○議長（森谷信哉） 

   福祉保健部長、前久保眞次君。 

○福祉保健部長（前久保眞次） 
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   新型コロナウイルス感染症に係る、介護保険料の減免ですが、第１号被保険者の世

帯状況により行っていきます。それで、高齢者のみの世帯の場合、収入が年金のみの

場合は、この介護保険の減免対象とはならないためであります。 

   以上です。 

○議長（森谷信哉） 

   ほかに質疑はございませんか。 

〔「質疑なし」と呼ぶ者あり〕 

○議長（森谷信哉） 

   これで質疑を終わります。 

   これから討論を行います。討論はありませんか。 

〔「討論なし」と呼ぶ者あり〕 

○議長（森谷信哉） 

   討論なしと認めます。 

   これより採決を行います。本件を承認することに賛成の方は、起立願います。 

〔起立全員〕 

○議長（森谷信哉） 

   起立全員であります。 

   よって本件は承認することに決定しました。 

……………日程第２３ 報告第２０号…………… 

○議長（森谷信哉） 

   日程第２３、報告第２０号、専決処分の承認を求めることについて。有田川町消防

団員等公務災害補償条例の一部を改正する条例の制定についてを議題といたします。 

   質疑を行います。質疑はありませんか。 

〔「質疑なし」と呼ぶ者あり〕 

○議長（森谷信哉） 

   質疑なしと認めます。 

   これから討論を行います。討論はありませんか。 

〔「討論なし」と呼ぶ者あり〕 

○議長（森谷信哉） 

   討論なしと認めます。 

   これより採決を行います。本件を承認することに賛成の方は、起立願います。 

〔起立全員〕 

○議長（森谷信哉） 

   起立全員であります。 

   よって本件は承認することに決定しました。 

……………日程第２４ 報告第２１号…………… 
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○議長（森谷信哉） 

   日程第２４、報告第２１号、専決処分の承認を求めることについて。有田川町国民

健康保険条例の一部を改正する条例の制定についてを議題といたします。 

   質疑を行います。質疑はありませんか。 

〔「質疑なし」と呼ぶ者あり〕 

○議長（森谷信哉） 

   質疑なしと認めます。 

   これから討論を行います。討論はありませんか。 

〔「討論なし」と呼ぶ者あり〕 

○議長（森谷信哉） 

   討論なしと認めます。 

   これより採決を行います。本件を承認することに賛成の方は、起立願います。 

〔起立全員〕 

○議長（森谷信哉） 

   起立全員であります。 

   よって本件は承認することに決定いたしました。 

……………日程第２５ 報告第２２号…………… 

○議長（森谷信哉） 

   日程第２５、報告第２２号、専決処分の承認を求めることについて。有田川町後期

高齢者医療に関する条例の一部を改正する条例の制定についてを議題といたします。 

   質疑を行います。質疑はありませんか。 

〔「質疑なし」と呼ぶ者あり〕 

○議長（森谷信哉） 

   質疑なしと認めます。 

   これから討論を行います。討論はありませんか。 

〔「討論なし」と呼ぶ者あり〕 

○議長（森谷信哉） 

   討論なしと認めます。 

   これより採決を行います。本件を承認することに賛成の方は、起立願います。 

〔起立全員〕 

○議長（森谷信哉） 

   起立全員であります。 

   よって本件は承認することに決定いたしました。 

……………日程第２６ 報告第２３号…………… 

○議長（森谷信哉） 

   日程第２６、報告第２３号、専決処分の承認を求めることについて。有田川町税条
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例の一部を改正する条例の制定についてを議題といたします。 

   質疑を行います。質疑はありませんか。 

   ２番、増谷憲君。 

○２番（増谷 憲） 

   ２番、増谷です。 

   報告第２３号、町税条例の一部改正について質疑をします。 

   固定資産税の特例措置と新たに追加された項目の御説明と、追加された理由につい

て御説明を願います。 

○議長（森谷信哉） 

   住民税務部長、山田展生君。 

○住民税務部長（山田展生） 

   増谷議員の質疑にお答えさせていただきます。 

   固定資産税の特例措置、新たに追加された項目等についてですけれども、生産性革

命の実現に向けた固定資産税の特例、従前は機械及び装置、器具及び備品、工具、建

物付属設備を対象としておりましたが、今回、新型コロナウイルス感染症の影響を受

けながらも新規に設備投資を行う中小企業等を支援する観点から、従前の設備に加え、

事業用家屋、構築物が追加されています。事業用家屋は取得価格は３００万円以上の

先端設備等とともに導入されたもの、構築物は旧モデル比で生産性が年平均１％以上

向上するものとなっております。 

   以上です。 

○議長（森谷信哉） 

   ほかに質疑はありませんか。 

〔「質疑なし」と呼ぶ者あり〕 

○議長（森谷信哉） 

   これで質疑を終わります。 

   これから討論を行います。討論はありませんか。 

〔「討論なし」と呼ぶ者あり〕 

○議長（森谷信哉） 

   討論なしと認めます。 

   これより採決を行います。本件を承認することに賛成の方は、起立願います。 

〔起立全員〕 

○議長（森谷信哉） 

   起立全員であります。 

   よって本件は承認することに決定しました。 

……………日程第２７ 報告第２４号…………… 

○議長（森谷信哉） 



－３１－ 

   日程第２７、報告第２４号、専決処分の承認を求めることについて。有田川町国民

健康保険税条例の一部を改正する条例の制定についてを議題といたします。 

   質疑を行います。質疑はありませんか。 

〔「質疑なし」と呼ぶ者あり〕 

○議長（森谷信哉） 

   質疑なしと認めます。 

   これから討論を行います。討論はありませんか。 

〔「討論なし」と呼ぶ者あり〕 

○議長（森谷信哉） 

   討論なしと認めます。 

   これより採決を行います。本件を承認することに賛成の方は、起立願います。 

〔起立全員〕 

○議長（森谷信哉） 

   起立全員であります。 

   よって本件は承認することに決定しました。 

   お諮りします。 

   日程の順序を変更し、日程第２９、議案第３８号から日程第３１、議案第４０号ま

でを先に審議したいと思いますが、御異議ありませんか。 

〔「異議なし」と呼ぶ者あり〕 

○議長（森谷信哉） 

   異議なしと認めます。 

   日程の順序を変更し、日程第２９、議案第３８号から日程第３１、議案第４０号ま

でを先に審議することに決定いたしました。 

……………日程第２９ 議案第３８号…………… 

○議長（森谷信哉） 

   日程第２９、議案第３８号、令和２年度有田川町一般会計補正予算第２号を議題と

します。質疑を行います。質疑はありませんか。 

   ２番、増谷憲君。 

○２番（増谷 憲） 

   ２番、増谷です。 

   議案第３８号について質疑をさせていただきます。 

   まず、２７ページのＧＩＧＡスクール構想についてでありますが、１点目は、ＧＩ

ＧＡスクール構想の委託料として１億４，０８０万円、国庫支出金が８，４９３万円、

地方債が４，４９０万円となっております。ＧＩＧＡスクール構想における情報通信

施設設備、端末機は何台で、教材や研修費、ランニングコストなど、ソフト面なども

入れて、各試算額と総額の見込額はどのようになっていますでしょうか。 
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   ２つ目に、委託先は入札か、どのようなところに委託を考えているのかお聞きした

いと思います。そして、いつから使うことになるのか、日常的に使うことになるのか

どうか御答弁いただきたいと思います。 

   ３つ目に、各学校での情報化推進計画は作っておられるのでしょうか。また、プロ

グラミングとの関連性はどうでしょうか。子供の成長を育む教育とＧＩＧＡスクール

構想の関連性はどう考えておるのでしょうか。 

   ４点目として、教員のＧＩＧＡスクール構想での研修などは負担になると思うんで

すが、負担の解消と対応できない教員が出てくれば、どのような対応になるのでしょ

うか。 

   ５つ目に、一旦、導入すれば、今後、情報の進展の中で更新期間が短いため、数年

後の更新時期にまた多額の財政措置が必要になってくるという心配があります。この

点についてはいかがでしょうか。 

   ６つ目に、ネットを利用になりますので、セキュリティー対策と膨大な教育情報が

大手の塾などに流出しない対策をとられるのでしょうか。お聞きしたいと思います。 

   以上です。 

○議長（森谷信哉） 

   教育部長、井上光生君。 

○教育部長（井上光生） 

   増谷議員の質疑にお答えしたいと思います。 

   まず、ＧＩＧＡスクール構想の委託料として、今回、補正させていただきたく思っ

ております、１億４，０８０万円、それとタブレットの代金ですね、タブレットがま

た子供たちの数、そして先生機そして予備機、２，２００台程度を予定しております。

１台当たり５万５，０００円から６万円程度になると思います。それで１億２，１０

０万円程度、合計で整備、ハード面の整備としては２億６，０００万円程度を考えて

おります。 

   それで、また研修費等につきましては、今、５月に１回、まだ教職員クラブでこの

会をもったところでありまして、どういう研修をしていったらいいのかっていうとこ

ろも踏まえて、今後、予算化させていただきたいと思っております。 

   そして、委託先についてでございます。委託先につきましては、今回、補正を採決

いただければ、当町に指名願いが出てきている業者、かつ、また実績等を考慮しなが

ら入札をしたい考えであります。 

   時期、端末機につきましては、海草有田地方の共同調達を利用し、発注する計画で

あります。今年度中に整備できればと考えておりますが、ちょっとタイトなスケジュ

ールでありますので、ちょっと繰れてしまうかもしれません。今年度中に整備したい

向きで頑張りたいと思っております。 

   そして、日常的に使うことになるかという質疑でございます。もちろんどの教科で
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も日常的にそれを使えるようにというところでございます。 

   学校での情報化推進計画についてでございます。そして、またプログラミング教育

との関連性なのですが、残念ながら、今のところ、情報化推進計画は未整備でありま

す。端末機が１人１台であれば、あのプログラミングロボットとか、またリンクしや

すくなりまして、スムーズな教育が実現できると思っております。 

   あと、４点目の教員のＧＩＧＡスクール構想での研修などは教員に負担になってこ

ないか。また対応できない教員が出てくればという質疑でございます。まず、各学校

の授業のスキルがもともと高くて、またそういう得意な先生に研修を積んでいただい

て、リーダーシップをその先生に取っていただいて、学校全体に広げていってもらお

うと、今のところは考えております。また、うちの教職員クラブでも研修をもったり

というところも考えてございます。 

   あと、一旦、導入すれば、今後、情報の進展の中で、更新期間が短いため、数年後

の更新とか、またそれが多額の財政負担にならないかというところでございます。も

ちろん、財政負担というのは多かれ少なかれ出てくることだと思います。ただ、現在

のＰＣ教室のパソコンが今、リースしているんですが、その費用が不要になることと、

また端末機の長寿命化と廉価化がまた期待できまして、フラットな財政負担の中で考

えていきたいと思っております。 

   あと、６番目にセキュリティーのことでございます。セキュリティーについてはも

ちろん共同調達する上で重大な部分、選考する重大な部分になってくると思われます。

その点を十分にしていきたいと考えております。 

   以上です。 

○議長（森谷信哉） 

   ２番、増谷憲君。 

○２番（増谷 憲） 

   この問題での再質疑ですが、この事業というのは教育に必要だという意見は確かに

あって、そういうところがありますが、既に小中学校ではパソコンや、それから電子

黒板も配備されている状況でありまして、デジタル機器の取扱いやネット利用の基本

的知識は今の状況でも教えられる可能性があるんじゃないかというふうに思うんです

が、問題はどのように活用されているかということであると思います。この点でどう

かということと、あえて申し上げますと、導入よりも導入後の教育効果や、その使い

勝手、活用計画やフォローアップ、ＩＣＴ専門の支援員などの教える側の態勢整備が

大事だと思うんです。そういう点でどうかということと、教育ＩＣＴ計画作成、今後、

作るのか、またその内容の理解、浸透が図れるのかどうか、そして維持管理や通信、

光熱費などの維持管理の加算が心配です。現状では今の教育予算の中からでの支出と

なり、他の教育予算へのしわ寄せが出てこないか心配しますが、この点でどうか。 

   最後に、教育長にお伺いしますが、端末での教育は個々のやりとりとなるのが原則
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でありますので、集団の中での学び、集団で作り上げる喜びや人権の完成を目指すと

いう本来、教育の目的が損なわれてしまわないかどうかという点で心配するわけです

が、この点、教育長の御答弁を求めます。 

   以上です。 

○議長（森谷信哉） 

   教育部長、井上光生君。 

○教育部長（井上光生） 

   増谷議員の再質疑にお答えいたします。 

   小学校、既に、議員、おっしゃるようにパソコン教室は全て、完備してございます。

台数的には一番、その学校で多いクラス数の人数、例えば３０人学級が一番多いとな

れば、３０台用意してございます。ただ、パソコン教室の目的というのは本来、パソ

コンの使い方等を学んでいただくというところでございまして、今回のＧＩＧＡスク

ールにおいては、それを様々なシーンで活用することを目的としていますので、少し

目的が違うのではないかと考えているところであります。 

   ２つ目です。導入よりも導入後の教育効果やその使い勝手が大事なんじゃないかと

議員おっしゃるとおりでございます。活用計画、フォローアップなど態勢整備が重要

だと考えてはいます。また、維持管理や機器の更新などの費用についてもできる限り

抑えられるよう、必要なものと不必要なものを精査して、コストの削減につなげてい

きたいと考えております。 

○議長（森谷信哉） 

   教育長、楠木茂君。 

○教育長（楠木 茂） 

   増谷議員にお答えいたします。 

   端末での教育は個人のやりとりになります。集団の中での学び、集団で作り上げる

喜び、人権の完成を目指すという教育の目的を損なわないでしょうかという質問です

けども、議員、おっしゃるとおり、端末のやりとりというのは、個々でのやりとりに

なります。また集団でのやりとりも可能であります。そんな中で、決して忘れてはい

けないのは、教育の原点である人格の形成であります。その人格の形成の中で、やっ

ぱり学力の向上、そして集団教育というのも入ってこようかと思います。教育界でよ

く使われる言葉に、不易と流行というのがございます。不易の部分といいますと、変

えてはならないところ、流行というのは時代、時代に合わせて変えていくというとこ

ろです。ＩＣＴというのはもちろん流行の部分でございます。幾らＩＣＴ教育が大事

だといっても、やはり不易と流行の原点を忘れてはいけないと、そういうふうに思っ

ております。 

   以上です。 

○議長（森谷信哉） 
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   ２番、増谷憲君。 

○２番（増谷 憲） 

   ２番、増谷です。 

   この項目での最後の質疑なんですけども、ネット利用ですから、セキュリティー対

策、それから膨大な教育情報が大手の塾などに流出しないかどうか心配しているわけ

ですが、その点の対策はどうですか。 

○議長（森谷信哉） 

   教育部長、井上光生君。 

○教育部長（井上光生） 

   もちろん、議員おっしゃるとおり、それを懸念するところでございます。ただ、生

徒に持たせる機械と、また先生の公務を支援するために使うパソコンについては、そ

こに隔たりを設けて、漏れないようにっていうところを基本にしていきたいと思いま

す。もちろん、子供らが使うものですから、リカバリーソフトなども必要になってこ

ようかと思っております。 

   以上です。 

○議長（森谷信哉） 

   ２番、増谷憲君。 

○２番（増谷 憲） 

   この間のコロナ対策で、幾つか町が独自でやっていただいたのがあって、ちょっと

住民から聞いた声で、まずコロナ関連事業で１０万円の給付の手続で山間地の高齢者

の一人暮らしなんかはコピー機もなくて、申請書もなかなか簡単に出せないという状

況があったり、次亜塩素酸なんかも無料配布していただきましたけれども、やっぱり

なかなかとりにこれない方もあって、特に高齢者の一人暮らしなんですけれども、苦

情が寄せられたんです。今後、こういう細かいところへの配慮というのかな、対応も

行政の側でしっかり十分認識をしていただいて対応していただきたいと思うんですが、

その辺の確認を求めたいと思いますがいかがですか。 

○議長（森谷信哉） 

   総務政策部長、一ツ田友也君。 

○総務政策部長（一ツ田友也） 

   まず、給付金の申請につきましては、６月末までに申請を出していただけなかった

方っていうのをピックアップしまして、また再度案内させていただくとか、いろいろ

関係機関とも協力しながら、お願いしながら知らなかったということがないように、

きめ細かく対応させていただきたいと思います。 

   以上です。 

○議長（森谷信哉） 

   ２番、増谷憲君。 
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○２番（増谷 憲） 

   次に、今年は敬老会、中止になりました。敬老会中止に伴うことによる代替措置は

考えているのでしょうか、お答えいただきたいと思います。 

○議長（森谷信哉） 

   福祉保健部長、前久保眞次君。 

○福祉保健部長（前久保眞次） 

   新型コロナウイルス感染症の完全収束が見通せない中、３密を防ぐため、令和２年

度の敬老会行事は中止とします。よって、今年度は特別に敬老祝い金として、１人当

たり２，０００円を対象者に支給する予定としています。 

   以上です。 

○議長（森谷信哉） 

   ２番、増谷憲君。 

○２番（増谷 憲） 

   １７ページのぶどう山椒生態調査研究業務委託料３６万円と、ぶどう山椒産地活性

化支援事業業務委託料１９３万円でありますが、この委託先と具体的にどのような業

務を委託されるのかお答えいただきたいと思います。 

○議長（森谷信哉） 

   産業振興部長、森田栄一君。 

○産業振興部長（森田栄一） 

   増谷議員の御質問にお答えします。 

   まず、今回の補助金につきましては、過疎対策費におけるものでありまして、生態

系の研究につきましては、当初６０万円で上がっていたものに、今回３６万円の補正

を合わせて、９６万円で委託することになります。委託先につきましては、県立有田

中央高校の御教諭で、仲里先生に、これまでに引き続いてやっていただくことになり

ます。清水で５か所の生育状況を調査していただくほか、防草シートとかの影響がな

いか、受粉率の研究などを行っていただく予定となっております。また、それらの研

究結果については、また生産者の方へ指導として、行っていくという予定にしており

ます。 

   産地活性化支援事業につきましては、当初予算で１００万円を上げておりまして、

１９３万円の補正予算を合わせて、２９３万円の委託料となります。委託先は龍谷大

学で学生の方に続けて現地調査や企業との共同による新製品の開発など、これらの取

組を通じた、情報発信などをやっていただくことと考えております。 

○議長（森谷信哉） 

   ２番、増谷憲君。 

○２番（増谷 憲） 

   この項目の再質疑なんですけども、これまでも同じようなことをやってきたという
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ふうな印象を持っているんです。今回のは、これまでとどこが違うのかっていうのが

ないと前へ進まないと思うんですが、その点、いかがですか。 

○議長（森谷信哉） 

   産業振興部長、森田栄一君。 

○産業振興部長（森田栄一） 

   先ほど申し上げた生態研究とか産地活性化の業務については、数年で取り組む必要

があったため、これまで行っていたものの継続事業になります。今回は交付事業で、

前回の地方創生の推進交付金事業で、反省も踏まえて産地の所得向上と雇用増大を目

指して、農業や加工に取り組む組織作りや事業者への支援、栽培の効率化に取り組ん

でいきます。 

   また、山椒栽培と林業などを組み合わせた山村で暮らしていく提案など、移住や新

規就農に向けた取組も行っていきたいと考えています。 

   以上です。 

○議長（森谷信哉） 

   ２番、増谷憲君。 

○２番（増谷 憲） 

   山椒の販売実績を単価や数量面で、どう成果を上げているかという点で、今、出る

んでしたらあれですけど、後で資料を出していただきたいんですが、どうですか。 

○議長（森谷信哉） 

   産業振興部長、森田栄一君。 

○産業振興部長（森田栄一） 

   販売量や生産量につきましては、気候や台風によったりして、影響も大きく、例え

ば乾燥の山椒で数値にしますと、平成２９年に約６４トンだった販売数量が、翌平成

３０年には約９０トンに増えたものの、令和元年につきましては、約５４トンまで減

っております。一方、単価につきましては、ここ数年、右肩上がりとなっており、令

和元年にも平成２９年には３，９００円だった、１キログラム当たりの単価が、令和

元年には５，６９９円となっております。 

   今後も、価格を上げていく取組を進めながら、所得向上、産地の維持に努めてまい

りたいと考えております。 

   以上です。 

○議長（森谷信哉） 

   ２番、増谷憲君。 

○２番（増谷 憲） 

   次、予防接種の関係で、ロタウイルスなんですけども、これはどこの医療機関で受

けられるか御説明いただきたいと思います。 

○議長（森谷信哉） 
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   福祉保健部長、前久保眞次君。 

○福祉保健部長（前久保眞次） 

   予防接種法の改正により、ロタウイルス予防接種が令和２年１０月から法定接種と

なります。令和２年８月１日以降生まれの乳児は１０月より３回の接種となります。

個別接種により、かかりつけの小児科病院等で接種が受けられるようになります。 

   以上です。 

○議長（森谷信哉） 

   ２番、増谷憲君。 

○２番（増谷 憲） 

   次に、水道施設費の水道事業と簡易水道事業の基本料金の３か月減免措置として予

算化されていますが、減免に伴って、この間の検針業務はどのようになるのかお答え

いただきたいのと、２つ目に飲料水供給施設は対象に入っておりません。ですから、

言えば、山間地域の方々にとっては、この減免による不公平感が生まれてくるのでは

ないかと心配いたしますが、この点、何か対策を取ってもらえないかどうか、お答え

いただきたいと思います。 

○議長（森谷信哉） 

   建設環境部長、鈴木幸敏君。 

○建設環境部長（鈴木幸敏） 

   最初の検針業務ですけども、減免は基本料金のみですので、検針業務は通常どおり

行います。 

   ２点目の飲料水供給施設は対象に入っていないので、不公平感は出ませんかという

点に関しましては、飲料水供給施設は料金をいただいておりませんので、減免措置は

できません。その代わりといいますか、代替措置としまして、山間部でありますとか、

もともと飲料水供給施設によって施設を作っているところに対しまして、従来の補助

の規則を、採択基準を拡大しまして、なお一層山間部におきましても、飲料水供給施

設等を整備できるようにしていきたいと考えております。 

○議長（森谷信哉） 

   ほかに質疑はございませんか。 

〔「質疑なし」と呼ぶ者あり〕 

○議長（森谷信哉） 

   これで質疑を終わります。 

   これから討論を行います。討論はありませんか。 

〔「討論なし」と呼ぶ者あり〕 

○議長（森谷信哉） 

   討論なしと認めます。 

   これより採決を行います。本案は原案のとおり決することに賛成の方は、起立願い
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ます。 

〔起立全員〕 

○議長（森谷信哉） 

   起立全員であります。 

   よって本案は原案のとおり可決いたしました。 

……………日程第３０ 議案第３９号…………… 

○議長（森谷信哉） 

   日程第３０、議案第３９号、令和２年度有田川町簡易水道事業特別会計補正予算第

１号を議題とします。 

   質疑を行います。質疑はありませんか。 

〔「質疑なし」と呼ぶ者あり〕 

○議長（森谷信哉） 

   質疑なしと認めます。 

   これから討論を行います。討論はありませんか。 

〔「討論なし」と呼ぶ者あり〕 

○議長（森谷信哉） 

   討論なしと認めます。 

   これより採決を行います。 

   本案は、原案のとおり決することに賛成の方は起立願います。 

〔起立全員〕 

○議長（森谷信哉） 

   起立全員であります。 

   よって、本案は原案のとおり可決いたしました。 

……………日程第３１ 議案第４０号…………… 

○議長（森谷信哉） 

   日程第３１、議案第４０号、令和２年度有田川町水道事業会計補正予算第１号を議

題とします。 

   質疑を行います。質疑はありませんか。 

〔「質疑なし」と呼ぶ者あり〕 

○議長（森谷信哉） 

   質疑なしと認めます。 

   これから討論を行います。討論はありませんか。 

〔「討論なし」と呼ぶ者あり〕 

○議長（森谷信哉） 

   討論なしと認めます。 

   これより採決を行います。 
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   本案は、原案のとおり決することに賛成の方は起立願います。 

〔起立全員〕 

○議長（森谷信哉） 

   起立全員であります。 

   よって、本案は原案のとおり可決いたしました。 

 

   お諮りします。 

   日程の順序を変更し、日程第４１、議案第５０号を先に審議したいと思います。御

異議ございませんか。 

〔「異議なし」と呼ぶ者あり〕 

○議長（森谷信哉） 

   異議なしと認めます。 

   日程の順序を変更し、日程第４１、議案第５０号を先に審議することに決定いたし

ました。 

……………日程第４１ 議案第５０号…………… 

○議長（森谷信哉） 

   日程第４１、議案第５０号、有田川町道路線の認定についてを議題とします。 

   質疑を行います。質疑はありませんか。 

〔「質疑なし」と呼ぶ者あり〕 

○議長（森谷信哉） 

   質疑なしと認めます。 

   お諮りします。 

   ただいまの議題となっています、議案第５０号、有田川町道路線の認定については、

産業建設住民常任委員会に付託したいと思いますが、御異議ありませんか。 

〔「異議なし」と呼ぶ者あり〕 

○議長（森谷信哉） 

   異議なしと認めます。 

   したがって、議案第５０号、有田川町道路線の認定については、産業建設住民常任

委員会に付託して、審査することに決定しました。 

   お諮りします。 

   日程第２８、報告第２５号及び、日程第３２、議案第４１号から、日程第４０、議

案第４９号までについては、提案理由の説明だけにとどめ、議案調査のため審議を中

止したいと思いますが、これに御異議ございませんか。 

〔「異議なし」と呼ぶ者あり〕 

○議長（森谷信哉） 

   異議なしと認めます。 
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   本日の会議は、これで延会したいと思います。 

   なお、次回の本会議は、６月１８日、木曜日、午前９時３０分に開議します。 

   また、この後、委員会室において、広報広聴常任委員会を開催いたしますので、委

員の方はよろしくお願いいたします。 

～～～～～～～～～～～～～～～～ 

延会 １５時４３分 


